
ト
ピ
ッ
ク
ス

1
・
2
Ｐ

・・・・・・・・
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

501
501

平
成
2
6
年

平
成
2
6
年
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11
月
2
日
、
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
メ
イ
ン
会
場
に
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中

礒
実
行
委
員
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
、
来
賓

に
よ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
ス
テ
ー

ジ
横
に
用
意
さ
れ
た
く
す
玉
が
割
ら
れ
、

盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
、

ス
テ
ー
ジ
前
で
行
わ
れ
た
花
の
苗
の
無
料

配
布
に
は
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
、

用
意
さ
れ
た
苗
は
あ
っ
と
い
う
間
に
配
布

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
四
境
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
に
よ
る
、
力
強
く
迫
力
の
あ
る
演
奏

で
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
そ
の

後
、
和
木
小
学
校
吹
奏
楽
部
、
和
木
中
学

校
吹
奏
楽
部
な
ど
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
カ
ウ
ト
ち
ょ
る
る
と
ス
カ

ウ
ト
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
来
年
7
月
28
日

か
ら
8
月
8
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
23
回

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
の
Ｐ
Ｒ

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
や
マ
ジ
ッ
ク
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

シ
ョ
ー
や
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
も
大
盛
況
。

途
中
、
お
客
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

シ
ョ
ー
の
お
手
伝
い
を
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　
例
年
大
人
気
の
北
海
道
恵
庭
物
産
展
で

は
、
新
鮮
な
じ
ゃ
が
い
も
や
新
巻
鮭
、
毛

ガ
ニ
な
ど
を
求
め
て
お
客
さ
ん
が
列
を
作

り
、
販
売
開
始
後
は
次
々
と
商
品
が
売
れ

て
い
き
ま
し
た
。

花の苗の無料配布

四境太鼓

恵庭物産展よちよち赤ちゃんよーいドン

1



　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
福
祉
バ
ザ
ー
や
飲

食
店
な
ど
の
出
店
の
ほ
か
、「
よ
ち
よ
ち
赤

ち
ゃ
ん
よ
ー
い
ド
ン
！
」
や
「
ふ
わ
ふ
わ

ペ
ン
ギ
ン
」、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
多
数
立
ち
並
び
、

会
場
は
絶
え
ず
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
締
め
く
く
り
は
お
楽
し
み
の
ラ
ッ
キ
ー

抽
選
会
。
ス
テ
ー
ジ
上
に
ス
チ
ー
ム
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
や
５
万
円
の
旅
行
券
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
、
豪
華
賞
品
が
並
ぶ
中
、

米
本
町
長
や
中
磯
実
行
委
員
長
ら
に
よ
る

抽
選
が
行
わ
れ
、
当
選
者
の
名
前
が
発
表

さ
れ
る
度
に
会
場
が
大
き
く
沸
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
功
を

祝
し
て
万
歳
三
唱
を
行
い
、
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

ふわふわペンギン

もちまき

福祉バザー

世界スカウトジャンボリー PR

ジャグリング

キッズビクス

和木小学校吹奏楽演奏

マジック
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投

票

投
票
で
き
る
人

期

日

前

投

票

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

代

理

投

票

不

在

者

投

票

開

票

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
、
12
月
14
日
㈰
に
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進
路

を
決
め
る
、
た
い
へ
ん
重
要
な
選
挙
で
す
。

棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

　
選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
よ
く
考

え
て
悔
い
の
な
い
1
票
を
投
じ
、
公
正
で

明
る
い
選
挙
の
実
現
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
▼
12
月
14
日
㈰

投
票
時
間
▼
7
時
〜
20
時

投
票
場
所
▼

◎
和
木
第
1
投
票
所

　
体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　
和
木
5
丁
目
集
会
所
（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所

　
公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　
公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
る
、
投

票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

開
票
日
▼
12
月
14
日
㈰
　

開
票
時
間
▼
20
時
50
分
か
ら
（
予
定
）

開
票
場
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

　
和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
の
う
ち
、
平
成
6
年
12
月
15
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
26
年
9
月
1

日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
平
成
26
年
9
月
2
日
以
降
に
転
入
の
手

続
き
を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
で
投

票
で
き
ま
す
。

※
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に
居

住
す
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、
特
段
の
事

情
の
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、
下
宿
等
の
所

在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
今
回

は
い
ず
れ
の
選
挙
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
文
字
の
書
け
な
い
人
や
心
身
の
障
害
等

に
よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係

員
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
書

い
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
投
票
所
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
和
木
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
や
病

院
に
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
な
ど
さ

れ
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
選
挙
期
日
公

示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
に
よ
り
、
期
日
前
投
票
開

始
の
期
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
期
間
▼

　
衆
議
院
総
選
挙 

小
選
挙
区 

比
例
代
表

　
　
12
月
3
日
㈬
〜
15
日
㈯

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
12
月
7
日
㈰
〜
15
日
㈯

時
　
間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼

　
投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
内
26
箇
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

壊
し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ

た
り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い

き
れ
い
な
選
挙
は
、〝
三
な
い
運
動
か
ら
〞

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
和
木
町
企
画
総
務
課
内

（
☎
52
―
2
1
3
6
　
内
線
3
0
6
）

第
23
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

12

14
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対　　　　　象

※被害が複数該当の場合でも義援金の配分は１世帯につき１対象のみ。

配　分　金　額

そ　の　他

全壊
半壊（床上浸水）
床下浸水
土砂流入（一部損壊）
借家持ち主
借家２階住居
車　等

１世帯当たり

200,000円
100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
30,000円
30,000円

住家・非住家

８．６岩国和木豪雨災害義援金配分一覧（一次）

※山口東農業協同組合管内からの振込手数料は無料です。（窓口のみ）
※全国のゆうちょ銀行および郵便局からの振込手数料は無料です。

【口座振込の場合】

山口東農業協同組合
ゆうちょ銀行

金融機関 口座番号 口座名義人支店（所）
和木支所 普通　００２１３０６
00950－3－274441

山口県和木町災害義援金　代表　和木町長　米本正明
和木町災害義援金

　和木町では、８.６岩国和木豪雨災害により被害を受けられた町民の皆さんへの義援金を受け付けています。

【窓口へ持参する場合】
　受付窓口　和木町役場　保健福祉課窓口（☎５２－２１９５　内線２０９　２１０）
　※土曜日・日曜日・祝日の受付けは行っておりませんのでご了承願います。
【現金書留の場合】
〒７４０－８５０１　山口県玖珂郡和木町和木１丁目１番１号　　和木町役場　保健福祉課
※送付金額、郵便番号、住所、氏名、電話番号を記載した文書を同封してください。

【税制上の措置】
　所得税法第７８条第２項の規定に基づく寄付金控除（２千円を超える分について）、地方税法第３７条の
２第１項第１号及び第３１４条の７第１項第１号の規定に基づく寄付金控除（２千円を超える分について）、
法人税法第３７条第３項第１号の規定に基づく損金として扱われます。

【受領証明書の発行】
・口座振込で受領証明書の発行を希望される場合は、「お名前、住所、連絡先、義援金の額」をご連絡くだ
さい。後日送付します。　
・窓口へ持参していただいた場合は、その場で受領証明書を発行いたします。
・現金書留の場合は、後日、受領証明書を送付させていただきますが、不要の場合は、同封する文書に
「受領証明書不要」と記載してください。

【義援金の受付期間】　１２月３０日まで
【問合せ】保健福祉課（☎５２－２１９５　内線２０９　２１０）

　平成２６年 8月 6日に発生した豪雨災害により被災された方々のために多くの方々からお寄せいただいた
義援金について、次のとおり配分を行います。

【例】住宅が半壊（床上浸水）し、車両も被害を受けた場合は、半壊（床上浸水）のみの１００,０００円が
　　 支給対象となります。

【支給方法】
　・口座振替にて支給　
※災害見舞金の対象者については、災害見舞金受取口座に振り込みます。

【問合せ】保健福祉課（☎５２－２１９５　内線２０９　２１０）

８.６岩国和木豪雨災害の義援金を募集します。

８．６岩国和木豪雨災害義援金配分
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441

放課後子ども教室「わきあいキッズ」　活動報告

交通安全母の会の取組

　１１月８日に、宮島で森林の自然観察（指導者 : 村本正治さん、
村本禎子さん）を行い、保護者・高校生のボランティアも含め
約３０人の参加がありました。
　自然とふれ合う活動は、子どもたちにとって大変貴重な体験
になりました。

　和木町交通安全母の会（和木町婦人会・西田敏子会長）では、
毎年、交通事故防止の啓発活動を行っています。
　１１月４日、上支部（藤本亮恵支部長）では、和木駐在所長と
ともに、町内に居住される
高齢者の方々のお宅を訪問
し、啓発用のチラシや標語
入りトイレットペーパー
などを手渡すとともに、交
通安全の呼びかけを行いま
した。

　また、１１月１４日には、
婦人会会員の交通安全意識
を高めることを目的とし
て、文化会館で「交通安全
教室」を開催しました。

日　時▶平成２７年１月１１日（日）
場　所▶和木町文化会館
日　程▶１０：３０　受付開始
　　　　１１：００　式典・記念撮影
　　　　１２：００　アトラクション
　　　　１３：００　終了予定
　式典・写真撮影は、保護者及び一般の
方も入場できます。新成人の門出をとも
にお祝いいただけたらと思います。
問合せ▶和木町教育委員会
　　　　☎５３－３１２３

平成27年

和木町成人式
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いとうせいこう著
富樫倫太郎著
近藤史恵著

村上春樹著　カット・メンシック絵
堂場瞬一著
ねじめ正一著
夢枕獏著

江國香織著
誉田哲也著
谷村志穂著

中川ひろたか作・田中六大絵
林正博作・殿内真帆絵

ウィル・モーゼス作・こうのすゆきこ訳
とよたかずひこ作・絵
たかどのほうこ作・絵
野村たかあき作・絵

斉藤洋作・宮本えつよし絵
西内ミナミ作・真島節子絵

二宮由紀子作・フィリケえつこ絵
渡辺美智子監修

＜CD＞
☆DIGITALIAN/嵐
☆関ジャニズム/関ジャニ∞
☆ＭＵＳＩＣ　ＬＩＦＥ/ＧＬＡＹ
☆日出処/椎名林檎
☆ＤＥＡＲＳ/中島美嘉
☆ＴＥＡＲＳ/中島美嘉
☆私重奏/一青窈
☆クライマックス　ラブリーソングス

＜一般書＞
『親愛なる』
『風の如く　吉田松陰篇』
『私の命はあなたの命より軽い』
『図書館奇譚』
『誤断』
『認知の母にキッスされ』
『陰陽師　蛍火ノ巻』

『ヤモリ、カエル、シジミチョウ』　
『インデックス』
『ボルケイノ・ホテル』

＜児童書・絵本＞
『おとのさま、ひこうきにのる』

『パンツはながれる』
『メリーさんのひつじ』

『いかだにのって』
『ルゥルゥおはなしして』
『おばあちゃんのななくさがゆ』
『いえのおばけずかん』
『こぶたのぶーぷ』
『てぶくろのふたご』
『もしも表とグラフがなかったら？』

日　時▶12月20日（土）１０：００～１１：００
場　所▶コミセン１階　集会室
　　　　お話会サークル『ゆびとま』
問合せ▶図書館（☎５４－０２２２）

クリスマススペシャルおはなし会

読書感想画コンクール受賞者（敬称略）

金賞：新谷　紅葉（５歳）　佐藤　　翔（６年）
銀賞：中谷　斗羽（５歳）　森脇雲奏唄（２年）
銅賞：川野　聖弥（１年）　山田　圭悟（１年）
　　　山口　美乃（２年）　竹内　成透（４年）

開館時間　平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
　　　　　土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

30 31

12月の休館日

3
10

5
12

17

6
137 8

15
9
16
23 24 25 26

2928
27

4
11

19 20
21 22

1814

21

　会　　期：１２月６日㈯～１２月１４日㈰
　開館時間：１０時～１７時　※入場料無料
　会　　場：和木美術館（アートウィング）
山口県出身の絵本作家ふりやかよこ
さんの絵本原画展を読書感想画コン
クールと同時開催
なかなか見ることのできない絵本の
原画展です。ぜひ、お越しください。

　山口県出身。大分県立芸術短期大学油絵科卒

業。中学校の�術教諭、デザイン会社勤務を経て、

フリーに。絵本・児童書のさし絵で活躍。作品

に絵本「おばあちゃんのありがとう」、さし絵に

「ふたごの魔法つかい」シリーズ、「雪山のひみ

つ基地」など多数。

●ふりやかよこ

読書感想画コンクール作品＆

ふりやかよこ絵本原画展
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　子ども・子育て支援に関する法律（子ども・子育て関連３法）が成立したことを受け、

幼児期の教育・保育や、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するための「子ども・

子育て支援新制度」が、平成２７年度にスタートする予定です。

（※1）

（※2）

認定区分 対象となるお子さん 利用できる施設・事業

１号認定
３～５歳で
保育の必要性なし

認定こども園、幼稚園（※2）
和木幼稚園短児（スマイル）

２号認定（※1）
３～５歳で
保育の必要性あり

認定こども園、保育園
和木幼稚園長児（ファイト）

３号認定（※1）
０～２歳で
保育の必要性あり

認定こども園、保育園（和木保育所）
地域型保育事業

２号、３号認定は、さらに保育の必要量に応じて、「保育標準時間（１日11時間まで）」、
「保育短時間（１日８時間まで）」の２種類に区分されます。

新制度に移行しない幼稚園を希望する場合は、手続きの変更はありません。
「支給認定」は不要です。

「子ども・子育て支援制度」

が始まります。

● 幼稚園、保育園などを利用するためには「支給認定」が必要となります。
● 認定区分に応じて、利用施設を選択していく仕組みになります。
● 家庭の町民税の状況により保育料が決まります。（今は所得税を基本にしています）
● 「地域型保育事業」（少人数での保育）が制度化されました。
　（現時点では町内での地域型保育事業実施事業所はありません。）

◆新年度で変わること

　新制度のスタートに伴い、幼稚園、保育園等を利用する際に、教育・保育の必要性に
応じた支給認定を受ける必要があります。認定区分は３種類です。

●和木幼稚園の利用について
　和木幼稚園についてはこれまで通り、2号認定のお子さん（３～５歳で保育の必要性
　あり）も利用していただくことができます。

◆利用の手続きが変わります
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●幼稚園の場合

　和木幼稚園の場合　　
　①和木幼稚園に申込みをする。　
　②和木幼稚園を通して（町に）認定の
　　申請をする。
　③町から認定証を受け取る。
　④和木幼稚園で入園手続きを行う。
　⑤町から入園許可証を受け取る。
　※利用料は町に納める。

　和木幼稚園以外の場合（私立幼稚園等）　　
　①幼稚園に申込みをし、内定を受ける。　　　
　②幼稚園を通して（町に）認定の申請をする。　
　③町から認定証を受け取る。
　④幼稚園と直接契約をする。
　※利用料は園に納める。

●保育所の場合（和木保育所を含む）

①町（住民サービス課）に利用希望施設の申込み及び認定の申請を行う。
　（認定申請と申込みは同時に可能です）
②町が入所選考並びに認定を行う。
③町から認定証（2号又は3号）と入所承諾書を受け取る。
④利用施設が決定する。
※利用料は町に納める。

●町外にある認定こども園の場合

　認定こども園を利用する場合は、1号認定の場合は「和木幼稚園以外の場合」、2号認定
の場合は「保育所の場合」の手続きの流れが基本となります。

◆幼稚園・保育所等を利用する際の流れ

・和木町に住所のあるお子さんの利用料は、和木町が決定します。
・私立幼稚園や認定こども園を利用する場合も和木町が決定した利用料です。
　（町外の施設では利用料とは別に、給食費・教材費等の実費負担が生じる場合もあります）
・多子世帯の利用料軽減も引き継ぎ・拡充されます。
※新制度に移行しない私立幼稚園は、園が設定した利用料となります。

◆新制度からの利用料について

●利用料（保育料）金額について
　新制度からの利用料の額は、現行の負担水準をベースとして現在検討中です。
　詳細な金額はおってお知らせします。
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　対象▶乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
　場所▶地域子育て支援センター（保育所２階）
　　　　（☎53－5551）

すっくちゃん

１2月の行事（うきうきタイム）
12月 2日（火） 発育測定
　　 9日（火） 作ってあそぼ
　　 16日（火） 誕生日会

　地域子育て支援センター（和木保育所２階）には、
子どもさんが喜ぶおもちゃが充実しています。親子
のふれあいの場として、ご活用ください。季節にあ
わせた手遊び、リズム遊びを一緒に楽しみません
か？ 工作、誕生日
会、発育測定など
の行事もあります。

日時▶毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　　９時３０分～１２時
　　　※注意１２/１９～１/２までは、お休みです。
　　　うきうきタイム（保育士による手遊び等）
　　　　　　　　　　　１１時頃～
　　　所庭での外遊び　１１時３０分頃～

うきうき広場
赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

日　時▶１２月１９日（金）１０時３０分～１２時
内　容▶クリスマスのパネルシアターや手遊び、
　　　　リズム遊び
場　所▶地域子育て支援センター
　　　　（保育所２階）　
申込み・問合せ▶
　地域子育て支援センター
　　　　　　　　（☎53－5551）
※設置している申込書とプレゼント代５００円を
　提出してください。
※１２月５日（金）までに申し込んでください。

　赤ちゃんから、幼稚園にあがるまでのお子さん対
象の事業、イベント情報を集めた情報紙、「和木町
子育てねっと」を刊行しています。
　この情報紙は、偶数月に発行予定です。和木町
役場、保健相談センター、図書館、医療機関（木
村医院・中村クリニック）、金融機関（山口銀行和
木支店・和木郵便局）、マルキュウ和木店に置かせ
ていただいています。（和木町 HPにも掲載）

「和木町子育てねっと」の
１２・１月号の刊行について

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場と
して開放しています。広い部屋で思う存分、子ども
さんが遊んだり、保護者同士が交流する場として、
ご利用ください。
　日時▶毎週木曜日　　１０時～１５時
　　　　お楽しみタイム　　１１時頃から
　　　　　　　　※注意 1/1㈮は、お休みです。
　場所▶保健相談センター

わくわくルーム

１2月の行事（お楽しみタイム）
12月 4日　お話会
　　 11日　クリスマスリース作り
　　　　　　　　　　　　　（材料費50円）
　　 25日　わくわクリスマスタイム

※25日のわくわクリスマスタイムでは、プレゼント
交換を予定しています。200円程度のプレゼン
トをご準備ください。（中身が見えないように
包装してください）親子の仮装、大歓迎です。

親子で、クリスマスを楽しみませんか？ 

地域子育て支援センター
クリスマス会
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親子であつまろう！

　そんな共通の目的で集まった保護者同士が、協力し合って、
子育てサークルを作ってみませんか？
●対象となる子育てサークル
①代表者及びメンバーの 2/3 以上が、和木町に在住。
②乳幼児とその保護者で構成されること
③サークルには、誰でも参加できるなど、オープンなもの
　以下の活動に関係する団体は、対象除外となります。
　・政治活動　　・宗教活動　　・営利目的
●利用できる内容
①和木町保健相談センターの
　施設の使用
②活動内容の相談
●利用できる期間
　平成２７年３月３１日まで
※期間後も、自主グループと
　しての活動は継続できます。
問合せ・申込み▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

子育てサークルをつくりませんか？
～子育てサークル育成支援事業～

「親子で外出したい」「子育ての情報を交換したい」

「親子でいろんな遊びをしたい」「楽しい行事をしたい」

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親
同士、子ども同士のコミュニケーション
のための場所を提供しています。お気
軽にご参加ください。

日　時▶１２月１６日（火）
　　　　１０時～１１時３０分
対　象▶乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内　容▶室内での遊び・茶話会
場　所▶和木２丁目第３集会所
　　　　　（山の手集会所）
※当日は、ピンクの旗を掲げています
参加費▶１家族１００円
問合せ▶社会福祉協議会
　　　　（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

すくすく計測相談会
　お子さんの身長・体重の測定や保健
師・栄養士による相談会を行います。
小さい赤ちゃんでも安心です。
　お気軽にご利用下さい。
日時▶１２月１８日（木）
　　　１３時３０分～１５時 受付
場所・問合せ先▶保健相談センター

（☎５２－７２９０）

母推さんから一口メモ

　生れてからしばらくは、２４時間のお世話で大変ですが、すやすや眠る赤ちゃんの
寝顔を見、少しずつ始まる我が子の小さな成長の証を見つけながら、赤ちゃんの育ち
を支えてあげてください。赤ちゃんができないことをケアする「育てる」のではなく、
「赤ちゃんの育ちを支える」ことを心がけましょう。

～子育て中のパパ、ママへ～
「赤ちゃんの“育ち”をサポート」

「だいすき！私の赤ちゃん　ママと赤ちゃんのための子育て応援 BOOK」より
（和木町母子保健推進協議会）

　１１月１２・１９日に、親子でコミュニティバスのあいあ
いバスに乗って、蜂ケ峯公園を散策する事業を実施しまし
た。あいあいバスの乗り方を知ること、外遊びの大切さを知
ることを目的とし、２日間で親子１４組３１名が参加されま
した。バスに乗る体験、どんぐり拾いや子ども広場での遊具
遊びを行いました。公共交通機関を利用すると、歩行距離が
延びるため、身体活
動・運動量が増加する
ことが報告されていま
す。ついマイカーで移
動しがちですが、親子
の健康と体力の向上の
ために、あいあいバス
やＪＲをしっかり利用
しましょう。

子育てサークル「けんちゃん」

親子あいあいバスの旅を開催しました！

10



　
毎
年
、
12
月
か
ら
3
月
頃
に
か
け
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
潜
伏
期

間
が
短
く
感
染
力
が
強
い
の
で
、
流
行
が
始
ま
る
と

一
気
に
感
染
者
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
入
れ
な
い
た
め
に
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
と
十

分
な
睡
眠
、
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け

る
こ
と
で
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

知って、変わろう！

元気アップ教室
●作り方
①下準備
ビーフン…鍋に熱湯を沸かし、茹でておく。適当な大きさに切っ
ておく。
にら…２～３㎝程度に切る。
たまねぎ…薄切り。
にんじん…せん切り。
しめじ…石づきを除き、小房に分ける。
干しえび…鍋に分量の水を入れてもどす。
②煮る
干しえびを入れた鍋に、ⓐを入れ、たまねぎ、にんじん、しめじを
煮る。全体が煮えたら、水気を絞ったビーフンを入れ、３分程度
煮る。水溶き片栗粉を加える。にらを加え、盛り付ける。

　　　　　　　（１人分エネルギー　４６キロカロリー）

寒くなりましたので、野菜たっぷりの温かい汁もの
は、いかがですか？

　（和木町食生活改善推進協議会 １班）

汁ビーフン（材料４人分）
12月

ビーフン……………………20g
にら……………………2～3本
たまねぎ……………………60g
にんじん……………………40g
しめじ茸……………………80g
干しえび……………………10g
水…………………………3カップ
　　鶏がらスープの素…小さじ2
ⓐ　しょうゆ……………小さじ2
　　こしょう………………少々
片栗粉…………………小さじ2
水………………………小さじ2

　健康のためにできること、、、まずは、自分のからだを知
ることです！今回は、体組成計で、筋肉量、脂肪量（皮下脂肪、
内臓脂肪）等の分布や左右差等を測定します。測定が２回
目以降の方は、前回との比較分析もできます。お気軽に、
ご利用ください。
　日　時▶１２月１０日（水）１０時～１５時
　対　象▶１５歳以上の方
　内　容▶体組成測定（申し込み不要）
　場　所▶保健相談センター
　問合せ▶保健相談センター（☎５２―７２９０）

自分のからだ測定会

　ゆっくりとした動作で、体幹を鍛えます。
　日　時▶１２月１２日（金）１０時～１１時３０分
　内　容▶初心者向けのピラティス
　場　所▶保健相談センター 講堂
　準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　　タオル・飲み物
　申込み▶１２月１０日（水）まで（定員１５名）
　問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

ピラティス編

　中学３年生と高校３年生に該当する年齢の方を対
象に、インフルエンザ予防接種の費用を助成します。
　実施期間▶平成２７年２月２８日（土）まで
　　　　　　（転出後、無効）
　対 象 者▶和木町に住民票がある中学３年生と

高校３年生に該当するの方
　　　　　※年齢対象となる方には、９月に通知

をお届けしました。
　指定医療機関▶木村医院・中村クリニック
　助成回数▶１人１回まで
　申 込 み▶通知に添付した申請書に、必要事項

を記入し、押印。保健相談センター
で接種券の交付を受けてください。

　問 合 せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

知って、変わろう！知って、変わろう！

中３・高３インフルエンザ予防接種
～ 和木町健やか安心事業 ～

イ
ン
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ル
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ン
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防
を
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ま
し
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う
。
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。
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　予防接種法施行令の一部改正に伴い、成人用肺炎球菌ワクチン予防接種が定期接種化されます。
実施期間▶平成２７年３月３１日（火）（転出後、無効）
対象者▶これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接種したことがない方で①②いずれかに該当する方。
　　　　①平成２６年度内に６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳以上になる方
　　　　　（年齢対象となる方に、９月中に通知を送らせていただきました。）
　　　　　※ただし、平成２５・２６年度に、町の制度を利用された方は、除外しています。

②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイル
スによる免疫の機能に障害を有する方

予診票の交付▶通知された書類を保健相談センターに提出し、予診票の交付を受けてください。
　　　　　　　代理人が提出する場合は本人の記入・押印が必要です。
自己負担額▶２,７６０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）
問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

成人対象の予防接種のおしらせ

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

　町内の満75歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種料を助成します。
　実施期間：平成２７年３月３１日（火）まで（転出後、無効）
・対象者：以下、①～③すべてに該当する方
　　　　　①和木町に住民票がある満７５歳以上の方
　　　　　②過去５年間､本助成制度による接種を受けたことがない方
　　　　　③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない方
・助成額の上限：３,０００円　※助成額を超える部分の接種料は自己負担
・申込み：保健相談センターに備え付けてある申請書（ホームページからもダウンロード可）に記入し、提

出してください。一週間程度のち、助成券と実施医療機関一覧表を送付します。接種の際は事前
に医療機関に連絡し、助成券及び健康保険証を持参の上接種を受けてください。

・実施医療機関：木村医院・中村クリニック　
　※町外の医療機関については、助成券と一緒に送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。
＜注意事項＞
・助成券を使っても無料にはなりません。
・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必要です。
　問合せ：保健相談センター（☎５２－７２９０）

　予防接種法に基づく定期接種として、満６５歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。
実施期間▶平成２７年２月２８日（土）まで（転出後、無効）
実施医療機関▶木村医院・中村クリニック　
　　　　　　　※町外の医療機関にて接種を希望される場合は、事前にお問い合わせください。
対象者▶和木町内に住民票がある満６５歳以上の方

※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度の
障害のある人、又はヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人
は、接種できます。

自己負担額▶１,０８０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）
問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

高齢者インフルエンザ予防接種

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

高齢者インフルエンザ予防接種

町単独制度

新制度
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実
施
日
時
▼
1
月
10
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1

相
談
内
容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど
の

相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご

説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹

介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨
に
関
し
て

は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当　

石
丸

（
☎
0
8
3
4
ー
32
ー
9
8
6
1
）

　

家
庭
の
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
的
な

ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
る
子
ど
も
を
、
家
族

の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
を

も
っ
て
育
て
て
い
た
だ
け
る
家
庭
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

里
親
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
少

し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
御
参
加

く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
　
時
▼
12
月
18
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
受
付
13
時
〜
）

場
　
所
▼
山
口
県
岩
国
総
合
庁
舎
2
Ｆ

　

共
用
第
一
会
議
室

問
合
せ
▼
岩
国
児
童
相
談
所 

相
談
課

（
☎
29
ー
1
5
1
3
）

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　
時
▼
12
月
18
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

主
　
催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
　
時
▼
12
月
19
日
㈮　

9
時
〜
12
時

会
　
場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　

火
災
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
災
害
時
に

お
い
て
、
消
防
団
の
役
割
は
特
に
大
き
く
、

地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
そ
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
あ
な

た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
地
域
を

愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防
団
へ
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の

方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
方

消
防
団
員
の
処
遇

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
額
が
支
給
さ
れ
る
と

と
も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し
た
場

合
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
５
年

以
上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報

奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負
傷

に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り
ま

す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な
制

服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功

績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課　

消
防
係

（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
7
）

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、
平
和

で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
自
分
の

人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も

正
し
く
理
解
し
、
人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合

う
と
と
も
に
、「
相
手
の
気
持
ち
」
を
考
え
、

「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
が
、
今
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
中
、
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
で
は

毎
日
（
休
日
を
除
く
。）
人
権
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
い
じ
め
、
虐
待
、
家
庭
内

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
に

つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
、
各
地
域
で
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る

君
・
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所

日
　
時
▼
12
月
8
日
㈪　

9
時
30
分
〜
12
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

常
設
人
権
相
談
所

日
　
時
▼
平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
　
所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
所

☎
43
ー
1
1
2
5

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

行

政

相

談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

各
種
お
知
ら
せ

第
66
回
人
権
週
間

12
月
4
日
㈭
〜
10
日
㈬

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

及
び
相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会
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日
　
時
▼
12
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

　

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所
▼ア

ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
（
和
木
美
術
館
）

内
　
容
▼
岩
国
・
和
木
学
校
美
術
展
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

主
　
催
▼
岩
国
・
和
木
造
形
研
究
会

料
　
金
▼
入
館
無
料

問
合
せ
▼
和
木
町
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
　
時
▼
12
月
10
日
㈬　

9
時
〜

場
　
所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

内
　
容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

門
司
税
関
で
は
、
12
月
を
「
年
末
特
別
警

戒
期
間
」
と
定
め
密
輸
の
取
締
り
及
び
情
報

収
集
を
強
化
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
密
輸
に
関
す

る
情
報
」
が
、
密
輸
摘
発
の
貴
重
な
手
掛
か

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。〝
不
審
な
話
〞や〝
う

わ
さ
〞を
耳
に
さ
れ
た
ら
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
▼

☎
0
1
2
0
０
ー
4
6
1
ー
9
6
1

問
合
せ
▼
岩
国
税
関
支
署（

☎
21
ー
1
7
3
8
）

会
員
募
集

・
和
木
町
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

人
で
、
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
健
康
な

人
。
特
に
女
性
は
歓
迎
し
ま
す
。

※
入
会
に
は
年
会
費
4
，
0
0
0
円
（
保
険

料
）
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
主
な
仕
事

●
公
園
や
家
庭
の
草
刈
り
、
植
木
剪
定
な
ど

●
家
庭
の
粗
大
ご
み
、
埋
立
ご
み
の
運
搬
作

業
●
美
術
館
の
受
付
業
務

お
仕
事
承
り
ま
す

○
お
申
し
込
み
は
電
話
で
Ｏ
Ｋ

○
ご
依
頼
内
容
、
条
件
等
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

○
お
引
き
受
け
し
た
仕
事
に
つ
い
て
は
、
セ

ン
タ
ー
が
責
任
を
負
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

（　

53
ー
2
8
2
2
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
12
月
16
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
お
よ
び
お
仕
事
承
り

巡
回
相
談
の
実
施

生

改

連

朝

市

岩
国
・
和
木
学
校
美
術
展
覧
会

密
輸
に
関
す
る
情
報
提
供
を

第17回 蜂ヶ峯クロスカントリー大会開催に伴う交通規制のお知らせ

※色付き部分が交通規制区間

P

P

P
P

蜂ヶ峯団地

蜂ヶ峯総合公園

和木ゴルフ倶楽部和木ゴルフ倶楽部

クラブハウス

バラ園

テニスコート

グ
ラ
ウ
ン
ド

蜂ヶ峯
ゴルフガーデン

　蜂ヶ峯クロスカントリー大会開催のため、下記の通り、
交通規制（通行止）が行われます。
通行規制実施日時▶平成２７年１月１２日㈷１０時～１４時
通行規制区間▶蜂ヶ峯総合公園ハッチの家付近～
　　　　　　　和木ゴルフ倶楽部大谷側入り口付近
その他▶上記時間内は、蜂ヶ峯ゴルフガーデンへ行かれる
方は、大谷方面から行くことができます。なお、大谷
方面は、一部区間工事のため、片側交互通行となります。

※詳細は、左図参照
問合せ▶体育センター（☎５２－２８１１）

蜂ヶ峯クロスカントリー大会臨時バス
［和木町役場発］
８：００　　　　　　　　　　　　会　場　行
８：３０　　関ヶ浜消防車庫経由　会　場　行
９：００　　瀬田分館経由　　　　会　場　行
９：３０　　　　　　　　　　　　会　場　行

［和木駅発］
８：００　　和木町役場経由　　　会　場　行
８：３０　　和木町役場経由　　　会　場　行
９：００　　和木町役場経由　　　会　場　行
９：３０　　和木町役場経由　　　会　場　行

※蜂ヶ峯団地バス停発の臨時バスにつきましては、会場
バス時刻表にてご確認ください。
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年

1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
10
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、

平
成
27
年
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　
　
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

国保被保険者の方へ

保健相談センターでの集団健診を受診されなかった方には、特定健康診査受診券をお送りしています。
和木町及び岩国市内の医療機関で受診することができます。
まだ受診されていない方は、ご自身の健康状態を確認するためにも、ぜひ特定健診をご利用ください。
受診券の有効期限は、平成２７年３月３１日です。

現在限度額認定証をお持ちの方については、新しい所得区分で判定した認定証を
12月中に送付します。

特定健診は受診しましたか？

70歳未満の高額療養費について自己負担限度額（月額）が変更となります。

問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

※所得金額＝国保被保険者の基礎控除後の総所得金額等の合計額をさします。

■平成２６年１２月診療分まで

■平成２７年１月診療分から

区分

上位所得者

一　　　般

上位所得者

一　　　般

住民税非課税世帯

住民税非課税世帯

所得金額等※

600万円超

600万円超
901万円以下
210万円超
600万円以下

901万円超

210万円以下

600万円以下

83,400 円

44,400 円

24,600 円

140,100 円

93,000 円

44,400 円

44,400 円

24,600 円

35,400 円

57,600 円

35,400 円

150,000 円＋( 医療費－500,000 円 )×１％

80,100 円＋( 医療費－267,000 円 )×１％

252,600 円＋( 医療費－842,000 円 )×１％

167,400 円＋( 医療費－558,000 円 )×１％

80,100 円＋( 医療費－267,000 円 )×１％

４回目以降３回目まで（１２か月以内で）

区分 所得金額等※ ４回目以降３回目まで（１２か月以内で）
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ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
総
合
優
勝

岩
国
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
第
３
節

第
10
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会

中
四
国
交
流
推
進
大
会

平
成
26
年
度 

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
教
室

後
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
受
講
生
募
集

第
33
回
清
流
線
少
年
少
女
親
睦
球
技
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

11
月
9
日
、
山
口
県
維
新
公
園
で
開
催

さ
れ
た
山
口
県
体
育
大
会
弓
道
競
技
に
お

い
て
、片
岡
紀
子
さ
ん
（
和
木
5
丁
目
）
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
準
優
勝
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
参
加
者
81
名
中
、
6
名
が
決
勝
に

進
み
、決
勝
射
詰
で
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
現
在
、
四
段
の
腕
前
で

休
日
祭
日
に
は
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
弓
道

場
で
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

期　

日
▼
11
月
8
日

場　

所
▼

岩
国
市
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

期　

日
▼
10
月
19
日

場　

所
▼
岩
国
高
校
広
瀬
分
校

第
3
位
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

対
象
者
▼ 

小
学
3
年
生
以
上
の
初
心
者
、

初
級
者
で
う
ま
く
な
り
た
い
、
頑
張
っ

て
試
合
に
出
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
厳

し
い
（
？
）
練
習
で
あ
っ
て
も
頑
張
る

意
志
の
あ
る
方
。

開
催
日
▼
12
月
20
日
〜
3
月
21
日

　

毎
週
土
曜
日
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

定　

員
▼
20
名

申
込
期
限
▼
12
月
10
日
㈬

保
険
料
▼
高
校
・
一
般　

1
，
9
0
0
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
8
5
0
円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
申
込
書
提
出

時
に
一
緒
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
前
期
の
教
室
を
受
講
し
、
保
険

加
入
済
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
受
講
申
込
書
受

付
後
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
教
材
費
は
、
開
講
後
に
、
別
途
、
徴
収

い
た
し
ま
す
。

※
用
具
等
は
、
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
日
程
等
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
又
は
中

止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
▼
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

片
岡
紀
子
さ
ん
２
年
連
続
準
優
勝

　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成
26

年
度　

岩
国
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
に
お
い
て
、
年
間
11
勝
（
0
敗
）

で
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

期　

日
▼
10
月
12
日

会　

場
▼
緑
の
広
場
（
運
動
公
園
）

総
合
体
育
館
（
今
治
市
）

結　

果
▼

小
学
生
5
年
男
子

　

優　

勝
▼
岡
田
智
輝
（
最
優
秀
選
手
賞
）

　

準
優
勝
▼
安
村
凪

中
学
生

　

第
3
位
▼
安
村　

一
颯

　

敢
闘
賞
▼
園
畠
幸
之
介
（
小
学
生
２
年
）

　
　
　
　
　

亀
田　

修
吾
（
小
学
生
４
年
）

Vol.18

Band  Meeting  in  WAKIBand  Meeting  in  WAKIBand  Meeting  in  WAKI
日　時▶12 月 6 日㈯  18 時～20 時 30 分
場　所▶和木町文化会館ホール（入場無料）
出演バンド▶
18：00　Hangovers
18：20　UZA バンド
18：45　エバーメイツ
19：10　ヒース
19：35　マウンテンマウス
20：00　BLUES WORKSHOP

ROCK　LIVEROCK　LIVE

各バンドからの
お楽しみプレゼント＆
iPodも当たる！！

日　

時
▼
1
月
10
日
㈯　

9
時
開
会

会　

場
▼
中
学
校
体
育
館

対　

象
▼
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

定　

員
▼
40
名

課　

題
▼
自
由

申
込
書
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
▼
12
月
19
日
㈮

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）（

☎
52
ー
2
1
9
1
）

和
木
町
新
春
書
初
め
会

参
加
者
募
集
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和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

亡
き
夫
と
玄
界
灘
を
渡
り
し
日

　

今
も
忘
れ
じ
あ
の
海
の
色

夏
は
い
つ
も
う
し
ろ
姿
を
見
せ
な
い
で

　

去
り
ゆ
く
を
知
る
朝
の
目
覚
め
に

「
無
器
用
ね
」
友
の
発
し
た
一
言
を

　
　

中
学
時
代
の
恩
師
も
言
っ
て
た

運
だ
め
し
出
た
と
こ
勝
負
の
競
技
な
り

　

よ
い
く
じ
あ
た
れ
曾
孫
よ
走
れ

蜘
蛛
の
巣
を
分
け
入
り
伸
び
た
草
を
引
く

　

虫
の
領
域
肌
で
知
ら
さ
る

み
ほ
と
け
の
千
手
に
ふ
れ
る
お
も
ひ
し
て

　

し
だ
る
山
萩
咲
く
道
の
ぼ
る

正
中
ツ
ヤ
子

灰
岡　

裕
美

向
田
登
美
子

森
本　

初
子

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

秋
風
や
買
ふ
て
そ
の
場
で
書
く
は
が
き

粧
ひ
し
山
の
間
な
る
沈
下
橋

木
の
実
落
つ
牧
舎
の
仔
牛
立
ち
上
が
り

藁
立
ち
の
大
根
畑
や
滅
多
斬
り

石
蕗
の
花
荒
神
の
ま
へ
供
花
の
ご
と

訪
れ
し
卒
寿
の
笑
顔
菊
日
和

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
間
違
い
メ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
出

会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
、
案
内
さ
れ
た
無
料
サ
イ
ト
で

メ
ー
ル
の
交
換
を
始
め
ま
す
。
そ
し

て
、
話
が
盛
り
上
が
っ
た
段
階
で
ポ

イ
ン
ト
の
購
入
が
必
要
な
サ
イ
ト
に

誘
導
さ
れ
、
連
絡
を
取
り
続
け
る
た

め
に
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
い

う
も
の
で
す
。
サ
イ
ト
利
用
の
き
っ

か
け
と
な
る
心
当
た
り
の
な
い
メ
ー

ル
に
は
、
絶
対
返
信
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　
先
日
、
電
話
番
号
を
変
更
し
た
と

い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
知
り
合
い

だ
と
勘
違
い
し
て
返
信
し
た
後
、
知

り
合
い
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
き
、
そ
の
こ
と
を
メ
ー
ル
送
信
者

に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
メ
ー
ル
交
換
が
で
き
る
無
料
サ

イ
ト
で
や
り
取
り
が
始
ま
っ
た
。
最

近
、
連
絡
を
取
り
続
け
る
に
は
ポ
イ

ン
ト
の
購
入
が
必
要
と
言
わ
れ
た
が
、

購
入
し
て
も
大
丈
夫
か
。

【
処
理
】

　
や
り
取
り
の
内
容
の
真
偽
や
相
手

が
確
認
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
決

し
て
お
金
を
支
払
わ
な
い
よ
う
助
言

し
た
。

（
11
月
句
会
）

あ
い

ひ
ま
ご

つ
ま

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 113

出会い系サイト
　「きっかけは、
　　間違いメール」から！

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は12月25日㈭です。

問合せ ▼税務課（

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　
広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ

ン
ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の
人

（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
2
1
3
6
）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
は
�
障
害

を
持
�
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的

な
自
立
を
促
し
�
障
害
者
の
社
会
参
加
を

図
る
た
め
の
施
設
で
す
�

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日
　
時
▼
12
月
10
日
㈬　
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
�

3 期分
　12月分
6 期分
6 期分
6 期分

固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・
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　最近、役場には「フン」に関する苦情が多く寄せられています。
　公共の場所（道路、公園等）で飼い犬がフンをしたときは、飼い主はフンを
すぐに回収してください。
　歩道にフンを放置すると、不衛生で近所に迷惑がかかるのはもちろんのこと、通学やウォーキングの
妨げになります。一部の飼い主がフンを放置すると多くの人に迷惑をかけるだけではなく、愛犬家全体
の印象が悪くなります。
　犬の散歩のときは必ずフンを処理する用具を携行し、きれいな街を地域で作りましょう。

飼い犬のフンは飼い主の責任で処分を

趣旨　
　和木町快適環境まちづくり町民会議では、環境に関する様々な事業を展開しており、ごみ減量化や家庭ででき
る身近な地球温暖化対策の一環として、緑のカーテンの普及・啓発にも努めているところです。
そこで本会議では、町民のごみ減量化やリサイクルに関する意識を高めること、環境美化推進への啓発を図るため、
ポスター及び標語を募集します。

◆募集内容
　ごみ減量化、リサイクル、環境美化、地球温暖化対策に関するポスター、標語
◆応募方法
　・ポスター（４つ切りサイズ）
　・標語（４００字詰め原稿用紙またはＡ４用紙）
　※作品に学年、氏名（児童、生徒、学生の場合）、または住所、氏名を明記してください。
◆応募資格
　町内に在住している方
　　ポスター　　小・中学生を対象
　　標語　　　　高校生以上の方を対象
◆応募上の注意点
　応募点数に限りはありません。未発表のオリジナル作品に限ります。
◆締め切り
　平成２７年１月１６日（金）
◆応募先
　和木町役場住民サービス課内　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
◆賞および表彰
　最優秀賞　ポスター、標語各１点　　　賞状及び記念品贈呈（図書カード５千円分）
　優秀賞　　ポスター、標語各 1点　　　賞状及び記念品贈呈（図書カード３千円分）
　入選　　　ポスター、標語各 3点以内　賞状及び記念品贈呈（図書カード１千円分）
◆その他
　最優秀作品（ポスター）は「和木町家庭ごみ収集カレンダー」の表紙に活用させていただきます。その際、氏名、
学年などを表示することがありますので、ご了承ください。
入選作品の著作権は主催者に帰属し、応募作品の返却はいたしません。
◆問い合わせ
　住民サービス課　☎５２－２１９４

ごみ減量化、環境美化
啓啓発ポスター・標語の募集について
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平
成
26
年
秋
の
叙
勲
が
11
月
3
日
付
で
発

令
さ
れ
、
播
岡
武
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
昭
和
35
年
か
ら
学
校
薬

剤
師
と
し
て
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

保
健
衛
生
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
受
章
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
保
健

衛
生
の
推
進
に
対
し
、
引
き
続
き
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

古
木
さ
ん
相
川
さ
ん
県
選
奨
受
賞

　

11
月
18
日
、
山
口
県
庁
で
行
わ
れ
た
山
口

県
選
奨
式
に
お
い
て
、
古
木
哲
夫
さ
ん
（
和

木
5
丁
目
）
と
相
川
逸
雄
さ
ん
（
瀬
田
1
丁

目
）
が
県
選
奨
（
自
治
功
労
）
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

古
木
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
12
年
間
和

木
町
長
と
し
て
町
行
政
を
担
い
、
和
木
駅
設

置
や
和
木
小
学
校
、
和
木
中
学
校
の
校
舎
建

替
え
な
ど
町
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

相
川
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
14
年
間
に

わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、
平
成
19
年

か
ら
は
委
員
長
と
し
て
適
正
な
選
挙
の
執
行

や
選
挙
啓
発
活
動
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

播
岡
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

ま
ち
の
話
題

　

11
月
6
日
に
、「
平
成
26
年
第
5
回
和
木

町
議
会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、報
告
1
件
、

議
案
2
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
20
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

※
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
山

口
県
瀬
戸
内
海
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
補

欠
選
挙
に
必
要
な
90
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
41
億
2
，
6
1
7
万
円
と
し
た
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
32
号

　

平
成
26
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て

※
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
小

規
模
治
山
事
業
の
実
施
に
必
要
な
6
0
0
万

円
を
増
額
し
、
総
額
を
41
億
3
，
2
1
7
万

円
と
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
33
号

　

給
水
自
動
車
の
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

給
水
自
動
車
の
購
入
契
約
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

第
５
回
和
木
町
議
会
臨
時
会

ま
ち
の
話
題

　
「
津
波
防
災
の
日
」
の
11
月
5
日
、
和
木

町
と
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
は
役

場
で
調
印
式
を
行
い
、「
災
害
時
に
お
け
る

食
料
・
生
活
必
需
品
等
の
供
給
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
内
に
地
震
や
風
水
害
、

そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
町
か
ら
の
要
請
を

受
け
た
コ
ー
プ
山
口
が
、
町
の
指
定
し
た
場

所
に
迅
速
に
食
料
や
日
用
品
な
ど
を
調
達
す

る
も
の
で
す
。
8
・
6
岩
国
和
木
豪
雨
災
害

で
被
害
を
受
け
た
際
、
物
資
の
供
給
体
制
の

整
備
が
早
急
に
必
要
と
考
え
、
今
回
の
協
定

締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

供
給
す
る
物
資
は
、
紙
コ
ッ
プ
や
箸
な
ど

の
食
器
類
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
石
鹸
、
紙
お
む

つ
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
日
用
品
雑
貨
、
米
、

パ
ン
、
牛
乳
、
お
茶
、
各
種
缶
詰
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
約
40
品
目
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
と
災
害
物
資
供
給
協
定
を
締
結

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う
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岡田トモエさん田川信子さん

すっくちゃん

（
１
年　

川
野 

聖
弥
）

（
３
年　

相
川 

尚
輝
）

（
３
年　

北
西 

優
芽
）

（
４
年　

中
村 

安
希
）

（
６
年　

中
川 

大
樹
）

（
２
年　

越
水　

拓
海
）

（
１
年　

藤
本 

梨
沙
）

（
１
年　

山
本 

真
衣
）

（
３
年　

矢
野　

結
奈
）

（
３
年　

大
坪 

匠
）

　

次
の
方
々
が
、
満
1
0
0
歳
、
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
満
1
0
0
歳

　

11
月
15
日　

岡
田
ト
モ
エ
さ
ん

●
満
90
歳

　

11
月
18
日　

田
川
信
子
さ
ん

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

11
月
12
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
て
、

和
木
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
和
木
町
の
健
康
課
題
と
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
県
が
実
施
し
た
「
や
ま
ぐ
ち
健
康
マ
ッ

プ
」「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
意
識
調

査
」
の
結
果
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
和

木
町
の
健
康
課
題
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
女
性
の
健
康
寿
命
（
県
内
市
町
中
ワ
ー
ス

ト
1
位
）、
平
均
寿
命
が
短
い
。（
ワ
ー
ス

ト
3
位
）

・
男
性
は
心
疾
患
、
女
性
は
が
ん
、
脳
血
管

疾
患
の
標
準
化
死
亡
比
が
高
い
。

・
血
中
脂
質
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

1
4
0
㎎
／
dl
以
上
の
者
の
標
準
化
該
当

比
が
高
い
。
男
性
は
、
有
意
差
あ
り
。

・
腹
囲
が
基
準
以
上
の
者
の
（
男
性
85
㎝
以

上
・
女
性
90
㎝
以
上
）
標
準
該
当
比
が
高

い
。
男
性
は
、
有
意
差
あ
り
。

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
肥
満
者
の
標
準
化
該
当

比
が
高
い
。
男
性
は
有
意
差
あ
り
。

・「
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
」
を
い
つ
も
こ
こ

ろ
が
け
て
い
る
者
の
割
合
が
低
い
。

・
男
性
の
喫
煙
率
は
、
県
内
1
位
（
33
・

4
％
）

　

ま
た
、
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
「
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
」
標
語
の
最
優
秀
賞
を
決

定
し
ま
し
た
。
11
月
2
日
の
わ
き
愛
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
投
票
（
1
6
0
名
）

と
委
員
の
投
票
の
集
計
で
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
数
は
3
1
0
作
品
で
す
。
最
優
秀

作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（
小
学
生
の
部
）

【
最
優
秀
賞
】

・
た
べ
よ
う　

あ
そ
ぼ
う　

い
っ
ぱ
い
わ
ら

お
う

【
優
秀
賞
】

・
こ
ま
っ
た
ら　

そ
う
だ
ん
し
よ
う　

そ
う

し
よ
う

・「
あ
り
が
と
う
」
言
わ
れ
て
わ
た
し
も

　
「
あ
り
が
と
う
」　

・
ど
う
し
た
の
？ 

や
さ
し
い
声
で　

き
い

て
み
よ
う 

・
笑
顔
は
ね　

心
と
心
の　

合
言
葉

（
中
学
生
の
部
）

【
最
優
秀
賞
】

・
大
丈
夫
？　

そ
の
一
言
が　

う
れ
し
く
て

【
優
秀
賞
】

・
話
そ
う
よ　

聞
い
て
あ
げ
る
よ　

一
人

じ
ゃ
な
い
よ

・
優
し
さ
が　

痛
ん
だ
心
の　

薬
で
す

・
つ
く
ろ
う
よ　

心
の
健
康　

笑
顔
の
輪

・
君
の
い
の
ち　

そ
れ
は
み
ん
な
の 

た
か

ら
も
の

ま
ち
の
話
題

和
木
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　

11
月
9
日
、
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
式

典
が
開
催
さ
れ
、
牧
島
美
智
江
さ
ん
（
和
木

4
丁
目
）、
片
山
ア
ツ
ヨ
さ
ん
（
関
ヶ
浜
2

丁
目
）
の
お
二
人
が
文
化
功
労
賞
を
、
正
木

良
江
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）
が
、
文
化
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

牧
島
さ
ん
は
手
話
の
指
導
、
片
山
さ
ん
は

ち
ぎ
り
絵
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
正
木
さ
ん

は
書
道
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
町
の
文
化
活
動
の
向
上
の
た

め
、
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

式
典
後
に
行
っ
た
芸
能
祭
で
は
、
18
組
約

2
0
0
名
の
文
化
協
会
会
員
が
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
発
揮
し
、
多
く
の
声
援
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
10
月
16
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
の

5
週
間
に
わ
た
り
、
展
示
会
を
美
術
館
で
行

い
ま
し
た
。
こ
の
間
延
べ
1
，
2
7
5
人
の
来

館
者
を
迎
え
、
文
化
協
会
会
員
の
力
作
を
ご

鑑
賞
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
文
化
祭
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11
月
11
日
、
文
化
会
館
で
第
25
回
和
木
町

「
教
師
の
日
」
記
念
式
典
を
小
中
学
生
、
教

職
員
、
保
護
者
や
教
育
関
係
者
な
ど
約
5
百

名
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
教
師
の
日
」
に
は
、
和
木
町
の
教
育
理

念
で
あ
る
「
尊
師
親
愛
生
」
の
精
神
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
尊
師
親
愛
生
」の
基
盤
は
、

「
師
」「
子
」「
親
」
相
互
の
信
頼
関
係
で
す
。

そ
の
信
頼
関
係
と
い
う
絆
を
深
め
る
こ
と

で
、
教
育
は
そ
の
輝
き
を
増
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
も
「
教
師
の
日
」
に
子

ど
も
た
ち
の
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
成
長
を
実
感
で
き
る

「
緑
の
風
発
表
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
成

長
し
た
子
ど
も
の
姿
を
と
お
し
、
相
互
に
信

頼
が
深
ま
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

今
年
の
「
緑
の
風
発
表
会
」
で
は
、
最
初

に
昨
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
和
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
し
た
和
木
中
学

校
3
年
生
20
人
を
代
表
し
て
、
8
人
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
の
様
子
や
生
活
の
様
子

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
和
木

中
3
年
生
の
本
田
悠
樹
さ
ん
が
英
語
ス
ピ
ー

チ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
幼
稚
園
の
年
長
児
が
歌
の
発
表

を
し
、
次
に
、
和
木
小
学
校
6
年
生
に
よ
る

合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
和
木
中
学
校
か
ら
、

今
年
度
和
木
中
文
化
祭
の
合
唱
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
た
3
年
2
組
が
そ
の
歌
声
を
披

露
し
ま
し
た
。
今
年
も
和
木
幼
小
中
の
教
職

員
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
も
あ
り
ま

し
た
。

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
（
15
人
）

・
第
7
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
大
会
出
場

山
奥　

健
太
（
和
木
小
学
校
1
年
）

・
平
成
26
年
度
J
A
共
済
山
口
県
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
「
J
A
山
口
中
央
会

会
長
賞
」

正
岡　

美
波
（
和
木
小
学
校
2
年
）

・
第
54
回
山
口
県
幼
児
児
童
生
徒
版
画
作
品

展
「
推
奨
」

中
島　

爽
良
（
和
木
小
学
校
2
年
）

・
第
54
回
山
口
県
幼
児
児
童
生
徒
版
画
作
品

展
「
優
秀
」

宮
本　

亮
哉
（
和
木
小
学
校
2
年
）

・
第
59
回
山
口
県
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

「
優
秀
」

上
田　

来
希
（
和
木
小
学
校
4
年
）

・
平
成
26
年
度
J
A
共
済
山
口
県
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
「
山
口
朝
日
放
送
株

式
会
社
社
長
賞
」

重
松　

乃
々
香
（
和
木
小
学
校
4
年
）

・
第
20
回
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
特
別
賞
「
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

長
賞
」

八
田　

夏
樹
（
和
木
小
学
校
4
年
）

・
第
７
回
日
本
拳
法
四
国
総
合
選
手
権
大
会

　

小
学
４
年
生
男
子
の
部
「
優
勝
」

岡
田　

智
輝
（
和
木
小
学
校
5
年
）

・
第
十
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
中

四
国
交
流
推
進
大
会
小
学
5
年
男
子
の
部

「
優
勝
」

安
村　

凪
（
和
木
小
学
校
5
年
）

・
第
十
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
中

四
国
交
流
推
進
大
会
小
学
5
年
男
子
の
部

「
準
優
勝
」

芦
中　

凜
（
和
木
小
学
校
5
年
）

・
平
成
25
年
度
フ
マ
キ
ラ
ー
虫
と
植
物
と
ふ

れ
あ
う
コ
ン
テ
ス
ト
音
楽
部
門
「
フ
マ

キ
ッ
ズ
賞
」

八
田　

小
雪
（
和
木
小
学
校
6
年
）

・
第
7
回
日
本
拳
法
四
国
総
合
選
手
権
大
会

　

小
学
6
年
生
女
子
の
部
「
準
優
勝
」

村
中　

瑠
莉
（
和
木
小
学
校
6
年
）

・
第
33
回
山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上
競
技
大

会
5
年
女
子
走
り
幅
跳
び
（
ス
ポ
ー
ツ
テ

ス
ト
方
式
）「
第
3
位
」

舛
井　

亮
哉
（
和
木
中
学
校
1
年
）

・
第
33
回
山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上
競
技
大

会
6
年
男
子
60
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
走

「
第
1
位
」

山
本　

真
衣
（
和
木
中
学
校
1
年
）

・
楽
し
い
子
育
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
三
行
詩

コ
ン
ク
ー
ル
「
優
秀
賞
」

八
田　

一
樹
（
和
木
中
学
校
2
年
）

・
第
7
回
日
本
拳
法
四
国
総
合
選
手
権
大
会

中
学
2
年
生
男
子
の
部
「
準
優
勝
」

安
村　

一
颯
（
和
木
中
学
校
2
年
）

・
第
十
回
日
本
拳
法
愛
媛
県
選
手
権
大
会
中

四
国
交
流
推
進
大
会
中
学
生
の
部
「
第
3

位
」

和
田　

皐
希
（
和
木
中
学
校
3
年
）

・
楽
し
い
子
育
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
三
行
詩

コ
ン
ク
ー
ル
「
会
長
賞
」

中
礒　

和
子
（
山
口
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
元
副

会
長
）

・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
表
彰
」

播
岡　

武
（
学
校
薬
剤
師
）

・
平
成
26
年
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
双
光
章
」

宮
地　

隆
太
（
和
木
中
学
校
卒
）

・
平
成
25
年
度
薬
物
乱
用
防
止
標
語「
優
秀
」

秋
﨑　

巧
（
和
木
小
学
校
3
年
）

・
第
20
回
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
「
優
秀
賞
」

福
田　

阿
唯
香
（
和
木
中
学
校
2
年
）

・
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
山
口

県
大
会
「
奨
励
賞
」

大
原　

茜
（
和
木
中
学
校
3
年
）

藤
本　

美
優
（
和
木
中
学
校
3
年
）

守
田　

麻
帆
（
和
木
中
学
校
3
年
）

・
楽
し
い
子
育
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
三
行
詩

コ
ン
ク
ー
ル
「
優
良
賞
」

ま
ち
の
話
題

第
25
回
和
木
町「
教
師
の
日
」開
催

教
育
委
員
会
表
彰
（
敬
称
略
）

教
育
長
表
彰
（
敬
称
略
）
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ま
ち
の
話
題

　

11
月
3
日
、
服
部
緑
地
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド
（
大
阪
府
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
59
回
日

本
ら
ん
ち
う
協
会
全
国
品
評
大
会
」
に
お
い

て
、
清
水
正
雄
さ
ん
（
瀬
田
2
丁
目
）
が
親

魚
の
部
（
3
歳
以
上
）
で
西
前
頭
十
三
枚
目

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ら
ん
ち
う
（
ら
ん
ち
ゅ
う
）
と
は
金
魚
の

一
種
で
、
江
戸
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
に
か

け
て
品
種
改
良
し
た
も
の
で
、
そ
の
美
し
さ

か
ら
、
錦
鯉
に
並
ぶ
「
泳
ぐ
宝
石
」
や
、「
金

魚
の
王
様
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

品
評
会
は
、
尾
筒
の
太
さ
や
尾
型
・
頭
な

ど
の
体
躯
バ
ラ
ン
ス
、
泳
ぎ
の
美
し
さ
、
そ

し
て
程
よ
い
サ
イ
ズ
（
20
㎝
ほ
ど
）
を
審
査

し
、
相
撲
の
番
付
の
よ
う
に
順
位
が
つ
け
ら

れ
、
上
か
ら
大
関
、
関
脇
、
小
結
と
い
う
形

で
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
す
。

　

清
水
さ
ん
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
1
日
、
和
木
中
学
校
（
弓
立
洋

二
校
長
）
で
和
木
中
学
校
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
会
作
成
の
ビ
デ
オ
上
映
で
は
じ

ま
り
、
英
語
暗
唱
発
表
、
保
健
体
育
委

員
発
表
、
自
由
研
究
発
表
の
あ
と
、
各

ク
ラ
ス
に
よ
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
ク
ラ
ス
も
素
晴
ら
し
い
歌
声
で

会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
3
年
2
組
は
、
岩
国
市
民
会

館
で
行
わ
れ
た
「
第
61
回
岩
国
市
・
和

木
町
中
学
校
合
唱
祭
」
に
も
出
場
し
堂
々

と
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

自
主
企
画
に
よ
る
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク

ト
ー
ン
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
部
の
演

奏
も
披
露
さ
れ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
に
和
木
小
学
校
（
濱
本
満

登
校
長
）
で
「
豊
か
な
心
を
育
む
学
習

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
発
表
会
は
、
学
年
ご
と
の
合
唱
、

合
奏
、
音
楽
劇
と
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
各
学
年

ら
し
さ
を
発
揮
し
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
校
合
唱
「
和
木
の
よ
い
子
」。

会
場
に
訪
れ
た
保
護
者
ら
と
一
緒
に
歌

い
、
素
晴
ら
し
い
発
表
会
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ら
ん
ち
う
全
国
品
評
大
会
で

　
　
清
水
さ
ん
が
入
賞

　

11
月
14
日
に
和
木
幼
稚
園
（
高
橋
由

美
子
園
長
）
で
年
長
組
の
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
全
員
に
よ
る
ピ
ア
ニ
カ

演
奏
、
合
唱
や
合
奏
で
始
ま
り
、「
き
く
」

「
う
め
」「
も
も
」
の
各
組
が
流
行
を
取

り
入
れ
た
り
、
工
夫
し
た
劇
を
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
、
家
族
の
前
で
披
露
し

ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
で
「
あ
り
が
と

う
」「
て
の
ひ
ら
に
歌
を
の
せ
て
」
を
歌

い
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
教
師
の
日
に
も

歌
っ
た
「
だ
い
だ
い
だ
い
ぼ
う
け
ん
の

う
た
」
で
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。
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男　3,194人
（＋1）

女　3,251人
（＋4）

平成26年11月1日現在
総人口　6,445人

世帯数　2,778世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（＋5）

（＋6）

100 200100200 00

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
中

　

今
年
も
役
場
中
庭
の
「
や
ま
も
も

の
木
」
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間
▼

　

12
月
1
日
㈪
〜
１
月
9
日
㈮

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
午
後
11
時

●
和
木
町
役
場

　
　
　

12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈰

●
文
化
会
館

　
　
　

12
月
25
日
㈭
〜
１
月
４
日
㈰

　

※

教
育
委
員
会
事
務
局
は

　
　
　

12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈰

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

12
月
28
日
㈰
〜
１
月
４
日
㈰

●
図
書
館

　
　
　

12
月
29
日
㈪
〜
１
月
５
日
㈪

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　

12
月
26
日
㈮
〜
１
月
５
日
㈪

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈰

●
総
合
福
祉
会
館

　
　
　

12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日
㈰

●
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　
　
　

12
月
29
日
㈪
〜
１
月
１
日
㈭

年
末
年
始
の
休
み

　町では、平成２８年度を初年度とした、まちづくりの基本的な
指針となる「第５次和木町総合計画」（仮称）を策定します。
　計画策定にあたり、町民の皆さまのニーズをお聞きし地域の課
題を把握するとともに、計画の基礎資料とするため、アンケート
調査を実施します。
　また、町では瀬田・関ヶ浜分館の建て替えを検討しており、よ
り良い施設にするため、瀬田・関ヶ浜地区にお住まいの皆さまか
らのご意見をいただきたいと考えています。
　アンケート調査の結果は、計画策定や施策推進の基礎資料とさ
せていただきますので、調査票が届いた方におかれましては、調
査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。
対象世帯
・町民アンケート
　　和木町内１，５００世帯（無作為抽出）
・分館建替え意向調査
　　瀬田・関ヶ浜地区全世帯
回答期限　１２月１１日（木）
問合せ・送付先　企画総務課（☎５２－２１３）

― 和木町第５次総合計画（町民アンケート）―
― 瀬田・関ヶ浜分館建替え意向調査 ―

アンケート調査にご協力ください
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